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応しているのか，また現在の取組みに不足している部分について分析を行い，教職員間

で共有した。指摘①；生徒アンケートでは，項目「自ら問いをつくる力がついたか」につ

いて，全体の 84％の生徒が肯定的に答えているが，ゼミ活動の担当者とも協議して更な

る工夫改善を図った。指摘②；探究活動の時間を 1 日の最終校時に設定し，放課後も継

続して研究が可能な体制をつくった。さらに，必要に応じて長期休業中などに実験室開

放を柔軟に行うなど，生徒が活動しやすい配慮を強めた。今後は高校２年次での「探究

必修化」を行い，更なる充実を図る。  
 
指摘３．「教員の指導力向上に向けて今後も組織的に取組んでいくことが望まれる。」

改善状況：令和３年度８月の教員研修会で，秀明大学の大山光晴教授を招き，「「探究」にお

ける生徒の活動支援の方法とその評価」の講演会，協議を行った。今後も継続的に指導

を受ける予定である。令和４年度から実施する Social Emotional Learning（SEL）につ

いて，福岡教育大学から小泉令三教授を招いて研修会を開く。また，茨城大学教育学部

の協力のもと，令和３年度は，理科の授業で科学的探究能力を向上させるための授業計

画に関して，継続的にアドバイスを受けている。会議，研究部会等を通じて探究指導の

重要性に触れ，学校をあげて指導力向上への関心は高まっている。  
 
指摘４．「引き続き成果を蓄積し，外部に向けて発信していくことが望まれる。」

改善状況：年 2 回の成果発表会について，令和２年度，３年度は，発表動画を学校 HP 上

に載せて一般に公開した。また，令和３年度はテレビや新聞，地元の広報誌といったマ

スメディアを積極的に用いて，生徒の活動の成果を発信した。ゼミ活動紹介，コンテス

トの受賞，研究のプレゼンテーション動画，開発した教材についての情報を学校 HP 上

に載せ，成果普及に努めた。今後も引き続き普及の拡大を図っていく。  
 

なお，現在本校では，生徒の探究力と多様性を向上させることを目的として，「心理的安  
全性が担保された環境の構築」に取り組むことを学校としてすすめている。その一環とし

て，次年度より Social Emotional Learning（以下 SEL）を実験的に開始する。 
・実施目的 

科学的な議論の場に必要な，自分の考えを整理して伝えたり，相手の意見も尊重して取  
り入れたりする姿勢を，中学段階から育み，高校の「探究」の中で実践できるようにするこ

とを目的とする。内容としては小泉・山田（2011）を参考に SEL を実施し，次のように５

つのユニットについてワークを行う。中学１～３年次には LHR の時間を活用して，それぞ

れ年間１０時間のワークにより協働のベースを構築する。高校ではここで得たスキルを「探

究」の対話・協働で実践的に活用する。高校からの入学生には，高校生向けプログラムを，

高校１年次に１０時間実施する。  
・SEL をいかした，探究環境の構築プロセス  
 ①自己・他者への気づき，聞く  ②伝える  ③関係づくり   ④ストレスマネジメント   

⑤進路・環境の変化  
ＳＥＬで培ったマインドをいかし，「探究プログラム」「国際プログラム」各教科活動を通  

して，協働的な活動を実践し，より深く探究し続ける資質につなげる。  
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 ①自己・他者へ
の気づき，聞
く  

②伝える  ③関係づくり  ④ストレスマネジメ
ント  

⑤進路・環境の
変化  

中１  他者理解“聞く”
と“聴く” 

意思伝達「わかりやすく
伝えよう」意思伝達「は
っきり断ろう」  

協力関係「いろんな意
見」問題解決「友だち
が怒っちゃった！？」  

ストレス認知＆対処
「ストレスマネジメ
ント Ⅰ」  

自己理解  
「私の“いいとこ
ろ”」  

中２  自己理解「短
所を乗り越え
る！」  

非言語による伝達「しぐ
さと態度のコミュニケー
ション」感情伝達「冷静
に伝える」  

メール「顔の見えない
コミュニケーション」  
問題解決「ストップ！
いじめ」  

ストレス認知＆対処
「ストレスマネジメ
ントⅡ」  

進路選択  
「私の夢」  

中３  
 

他者理解「“私”
ヘの思い」  

意思伝達「上手な教え
方」  
「初対面での話し方」  

メール「メールのマナ
ー」男女の協力関係
「男らしさ・女らし
さ」  

サポート希求「スト
レスマネジメント
Ⅲ」  

進路決定  
「私が進む道」  

高１ 傾聴「上手に聞
こう」他者理解
「別の面に気付
こう」

意思伝達「気持ちの伝え
方」依頼・断り方「上手
な頼み方と断り方」

関係開始「友達や知人
をつくろう」関係維持
「意見を述べよう」

「ストレスとうまく
付き合おう」「心の
危機に対応しよう」

生き方の選択
「自分らしさを
いかそう」

高２
・

高３  

ＳＥＬで培ったマインドをいかし，「探究プログラム」「国際プログラム」各教科活動を通
して，協働的な活動を実践し，より深く探究し続ける資質につなげる。

・研究交流会の実施

中学３年間で実施する SEL の次段階として，高校では研究テーマが異なる生徒同士が集

い，互いの研究について批評し合うことを目的とした研究交流会を実施し，自身の研究に

多様な視点を取り入れる機会を設ける。意見交換を重ね，新たな発想や着眼点の獲得を目

指し，能動的に学びに向かう力を育んでいく。秋と春の成果発表会のそれぞれ１か月前，

１０月初旬，１月下旬の木曜日第７限に実施する。

・探究の基本理念と指導の指針の策定

本校の過去の探究指導の中で得られた有効な指導法をさらに深化させるために，世界の

先進的な探究の実践例をリサーチし，カリキュラムに取り入れ，実践・検証していく。特

に，米国サンディエゴの High Tech High で研究されている PBL（Project Based Learning）
の知見を参考に，本校としての「探究の基本理念と指導の指針」を策定した。これは中学段

階から６年間行う，すべての探究活動に一貫して適用されるものである。  
〇我々の目指す生徒の育成を実現するための「３つの基本理念」  
1. 生徒が中心であり，それぞれの個に応じた“well-being”を実現するために，学びを援  

助し，環境を整える。  
2. 生徒と関わる大人すべてがフラットな関係性をつくり，協働的な学びを実現する。  
3. 実社会とつながる，真正な学びを目指す。  
〇探究を深化させるための「５つの指針」  
1. 挑戦が求められる刺激的な課題を，常に調査し，生徒に紹介する。  
2. 生徒のモデルとなる良い探究事例を探し，その達成のプロセスを共有する。  
3. 協働と対話を生かす，良い批評（Critique）の文化を醸成する。  
4. 美しい作品作りのために，複数回の見直しを要求し，スパイラルを積み上げる。  
5. 学校外部への発表会やコンテストの機会を提供する。  

以上の理念と指針に基づき，目的とする生徒の育成を図る。教員は指導力向上のため，

校内外の研修等を活用する。  
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Ⅲ－６ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制

１：ＳＳＨ推進委員会

全校組織で研究開発を行うという趣旨のもとに，図Ａのような組織を運営し，その中

心にＳＳＨ研究推進委員会を設置した。研究組織は研究部・企画部・事務部と３区分し，

研究部門を中心に全体の統括をＳＳＨ担当教頭が担当し，さらに運営指導委員会等の渉

外部門を中心に全体を教頭が主管した。ＳＳＨ研究推進委員会は校長を委員長とし，関

係部署の長とスーパーサイエンスゼミおよび経理の担当者を中心に組織して，原則とし

て毎月開催した。必要な日常の細かな事柄については，研究部会を毎週開催し，関係部署

と連絡を密にとり，ＳＳＨ研究推進委員会に提言した。関係各機関との連携は，図Ｂのよ

うな体制をとることとした。  
 

図Ａ .校内研究組織 
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２：運営指導委員

氏 名 （職 名） 所 属

石田 政義 （教授） 筑波大学大学院システム情報系

松本 治 （教授） 千葉科学大学薬学部

大辻 永 （教授） 東洋大学理工学部機械工学科理数教育研究室

中里 亮治 （准教授） 茨城大学広域水圏環境科学教育研究センター

平田 昭雄 （准教授） 東京学芸大学教職大学院教育実践創成講座

簗瀬 剛 鹿島総務室長） 日本製鉄株式会社東日本製鉄所総務部

中村 文仁 （総務部長） 三菱ケミカル株式会社鹿島事業所

川村 等 （教育長） 鹿嶋市教育委員会
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Ⅳ 関係資料（運営指導委員会要旨・教育課程表等）

運営指導委員会要旨

令和３年度 第１回運営指導委員会

日時 ：令和３年１１月６日（土） １３：３０～１５：００

場所 ：清真学園（ によるオンライン会議として開催）

参加者：運営指導委員５名，清真学園教職員１４名

議事 ：ＳＳＨ秋季発表会の講評，第Ⅲ期を終えた後の取組みの方向性について

内容（質疑応答含む）  
【ＳＳＨ秋季発表会の講評】

（全体を通して）  
・コロナ禍で大変な中，よくやっていた。時間がないことが逆に功を奏したのではないだろう

か。生徒の研究の専門的な部分としては，時間がとれず例年より実験の時間が確保できてい

なかったようだが，よくやっていたと思う。  
・コロナ禍で実験が思うようにできない中，クオリティの高さに驚いた。  
・ZOOM で間接的に発表を聞いているため，一部，音が聞こえづらいことがあった。  
・コロナ禍で学校行事の計画がすべてくずれ，SSH の活動も大変だったのではないかと思う。

その中でよく努力していた。強いて言えば，まとめでもう少しわかりやすい表などあるとい

いのではないか。  
・一生懸命に探究に取り組んでいるということは伝わった。あとは，発表をきちんと人に伝え

る口調，スピードを意識した方がいい。これは訓練であり，社会に出て活きる力である思う。

発表の仕方，情熱の込め方を意識するといい。  
・コロナ禍で苦労し，時間がとれない中よくまとめていた。今年度の研究には，他校と連携し

たものがあり，今までになかったケースだと思う。これからも継続し，発展させていくとい

い。研究の中身としては，もっと深いところまで研究してほしいと思った。  

→ 新型コロナウイルスの影響を受け，今年度も９月に長期の休校期間があった。夏休み前に

研究テーマを定め，本格的に実験などを始めていく段階で休校となったため，生徒としては

限られた短い時間の中での研究発表となった。しかし，生徒としては準備期間が短かったこ

とが，時間を無駄にせず集中して取り組める要因になったようである。

ただ，講評にもあるように，発表の仕方として，スライド作成の指導（使用するフォント

の種類や大きさ，図や表へのまとめ方）や発表の指導（聞き取りやすい口調，声量，スピー

ド）のための時間を十分にとることができなかった。３月の春季発表会では，発表の仕方に

も気を付けさせ，自身の研究内容をきちんと相手に伝えることを意識させたい。

昨年度からコロナ禍のため，学校間を行き来し，対面で研究発表を行う機会が減ってしま

っている。だが，その反面，オンライン上で他校とやり取りをする回数は， 機器が充実

したことで増加し，以前より密にコミュニケーションを取ることができるようになった。そ

のため，他校との共同研究の内容は以前にも増した発展を見せ，より高度化している。コロ

ナ禍が過ぎても，ZOOM 等を用いた共同研究は継続させていきたい。
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Ⅳ 関係資料（運営指導委員会要旨・教育課程表等）

運営指導委員会要旨

令和３年度 第１回運営指導委員会

日時 ：令和３年１１月６日（土） １３：３０～１５：００

場所 ：清真学園（ によるオンライン会議として開催）

参加者：運営指導委員５名，清真学園教職員１４名

議事 ：ＳＳＨ秋季発表会の講評，第Ⅲ期を終えた後の取組みの方向性について

内容（質疑応答含む）  
【ＳＳＨ秋季発表会の講評】

（全体を通して）  
・コロナ禍で大変な中，よくやっていた。時間がないことが逆に功を奏したのではないだろう

か。生徒の研究の専門的な部分としては，時間がとれず例年より実験の時間が確保できてい

なかったようだが，よくやっていたと思う。  
・コロナ禍で実験が思うようにできない中，クオリティの高さに驚いた。  
・ZOOM で間接的に発表を聞いているため，一部，音が聞こえづらいことがあった。  
・コロナ禍で学校行事の計画がすべてくずれ，SSH の活動も大変だったのではないかと思う。

その中でよく努力していた。強いて言えば，まとめでもう少しわかりやすい表などあるとい

いのではないか。  
・一生懸命に探究に取り組んでいるということは伝わった。あとは，発表をきちんと人に伝え

る口調，スピードを意識した方がいい。これは訓練であり，社会に出て活きる力である思う。

発表の仕方，情熱の込め方を意識するといい。  
・コロナ禍で苦労し，時間がとれない中よくまとめていた。今年度の研究には，他校と連携し

たものがあり，今までになかったケースだと思う。これからも継続し，発展させていくとい

い。研究の中身としては，もっと深いところまで研究してほしいと思った。  

→ 新型コロナウイルスの影響を受け，今年度も９月に長期の休校期間があった。夏休み前に

研究テーマを定め，本格的に実験などを始めていく段階で休校となったため，生徒としては

限られた短い時間の中での研究発表となった。しかし，生徒としては準備期間が短かったこ

とが，時間を無駄にせず集中して取り組める要因になったようである。

ただ，講評にもあるように，発表の仕方として，スライド作成の指導（使用するフォント

の種類や大きさ，図や表へのまとめ方）や発表の指導（聞き取りやすい口調，声量，スピー

ド）のための時間を十分にとることができなかった。３月の春季発表会では，発表の仕方に

も気を付けさせ，自身の研究内容をきちんと相手に伝えることを意識させたい。

昨年度からコロナ禍のため，学校間を行き来し，対面で研究発表を行う機会が減ってしま

っている。だが，その反面，オンライン上で他校とやり取りをする回数は， 機器が充実

したことで増加し，以前より密にコミュニケーションを取ることができるようになった。そ

のため，他校との共同研究の内容は以前にも増した発展を見せ，より高度化している。コロ

ナ禍が過ぎても，ZOOM 等を用いた共同研究は継続させていきたい。

  

（「起業・情報発信ゼミ」の地域課題に取り組む探究活動について）  
・発表として面白かったのは「起業・情報発信ゼミ」の研究内容であり，地元に密着していて

よかった。 
・茨城県は地域経済的にまだまだ課題が山積する厳しい状況にある。地域課題に取り組む探究

活動は今後も継続し，成功するとよいと思う。  
・地域課題に関し，これまで町おこしとして「阿見の飛行場からセスナに乗る」，「乾燥芋を実

際につくる」などの体験型イベントが実際に行われていた。企業と連携し，大がかりにやっ

ており，これからも楽しみである。 
・地域課題に関する研究について，茨城県の鹿行地区では空き家が多く，これらの活用はまだ

まだ検討の余地があり，深堀ができていないところだと思うが，市と連携して取り組むとよ

い。市の考えを知り，それをふまえ，学校の考えとすり合わせていければよりよい探究がで

きると思う。 
・地域課題に関する探究は，地元企業との連携を強化して，もう少し深堀してもいいと思う。

5 年，10 年と長いスパンで考えて，取り組むとよいと思った。 
 
→ 「起業・情報発信ゼミ」はサッカークラブ「アントラーズ」（株式会社メルカリ）と連携し

て，地元茨城県の鹿行地区の魅力の発信，課題解決に取り組んでおり，各種マスメディアか

ら取材されるほど，注目を浴びている。講評で頂いたように，この鹿行地区の市町村との連

携も密にとりながら，官民一体となって長期的な視点で取り組んでいきたいと考えている。  
また，地域課題に対して取り組むことは，共同課題研究の連携拠点としてネットワークを

形成することにつながり，SSH 活動の地域への普及・発信につながると考えている。現在は，

「起業・情報発信ゼミ」に所属する一部の生徒が取り組む形態となっているが，来年度には

中学３年生全員が地元企業と連携して取り組む活動を計画している。今年度はその前段階と

して，地域の現状をデータから客観的に分析する手法を身につけるべく，そのための時間を

中学２年生の数学の時間に設定した。今後，特に力を入れていく活動の一つである。  
 
 
（模擬裁判に関する発表について）  
・模擬裁判に関する発表は，素晴らしかった。最後のまとめ方が気になった。 
・模擬裁判に関する発表は面白く，事例をもとによく研究がなされていたと思う。  
 
→ 模擬裁判に関する発表とは，「第 14 回高校生模擬裁判選手権本選」に出場した生徒たちに

よる発表である。また，高校生模擬裁判選手権とは，１つの事件を素材に，法律実務家の支

援を受けながら，参加各校が検察チーム・弁護チームを組織し，高校生自身の発想で争点を

見つけ出し，整理し，証人尋問・被告人質問・論告弁論を行う大会である。本校生徒たちは

この大会で銀賞を受賞した。  
これまで自然科学系の探究活動が本校の中心であったが，人文科学，社会科学系の探究活

動も盛んになりつつある。今回，秋季発表会において，こういった文系の生徒らによる探究

活動の報告は，SSH の活動が理系の生徒だけがメインに取り組むものではなく，全員にとっ

て必要であり，価値ある活動であるということを示す良い機会となった。  
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【第Ⅲ期を終えた後の取組みの方向性について】  
・探究のプロセスをスパイラルに繰り返すことは非常に大事である。また，協働してつくりあ

げていくことは社会に出て大事であり，中学生，高校生の内に経験しておくべきである。  
・方向性としては，自然科学系が弱くなったのは残念に思う。地域のことを考えることは大事

であると思う。  
・心理的安全性について，先生たちが子供をみて，温かいプログラムになるのではないか。海

外との連携や「科学英語」の授業はすごく充実しているように思った。 
・SSH というのは，趣旨とか目的は人材育成が大事。理科離れをなくすことが大事であり，教

育課程に関する研究開発である。厳しめに大学の立場で言うと，SSH は成功しているのか。

残念ながら学力低下していることもあり，功を奏している気がしない。どうすればいいか，

国自身の問題で仕方ないとしても，大学の立場で研究にはモチベーションの維持が大事であ

る。（今後の方向性について）奇抜性がない。インパクト感じられない。清真の特徴として中

高，文理を出すと面白くなるのではないか。これは全体を優秀にする方法であるが，素晴ら

しい生徒を見つけてその子を伸ばすことが大事。画一的なことをやらせるのではなく，“なん

とかバカ”というものをつくるのが本来ではないか。そういう生徒が鍛えられることが大事。

戦術としてはいいかもしれないが，戦略としてはよくない。 
・（大学では）若い研究者が減り，一方で海外から新しい若い人が来ている。学校の SSH 活動

の中で国内の若い人を育ててほしい。 
・人づくりという意味では OB，OG の活用や触れ合いの場が必要である。 
・画一的な人間を作るということに関して。入った世界の中で自分をどう生かしていくか。い

ろんな育て方がある。小さい頃にはいろんな経験を積ませるのが大事。可能性は決めつけな

い方がいい。スペシャリストをつくることを否定しているわけではないが。  
・スペシャリストをつくるときの問題はうまくいかなかったときのセーフティネットがないこ

と。どこかで難しいと自分で気づくことが大事。教育界が変えていくべきこと。画一的にや

ることに関して悪くなはない。多様性を受け入れることが大事。  
 
→ 本校の活動の方向性として，次年度以降は，自身の研究を振り返る活動を重視したり，校

内外問わず多様な他者と協働して様々な視点で事象を捉える機会をつくったりすることを意

識し，「探究のプロセスをスパイラルに繰り返させる」ことを念頭においた研究開発を計画し

ている。講評にあるように，研究開発の方向性として，今後の国内の研究現場の第一線で活

躍するような“スペシャリスト”を育成していくべきか，全体に対して先進的な理数教育を

施し，集団として科学的思考，探究心をもった人材の輩出をしていくべきか，SSH 運営指導

委員の中でも意見が割れる場面があった。  
本校としては，教育課程の開発や研修・講演会の充実を図り，全体的な科学教育を推進し

つつ，未来の“スペシャリスト”となるような人材のために，放課後や長期休業中に自由に

研究活動に取り組める環境を整備したり，各種研究機関の研究者とオンラインで指導を受け

る機会を設定したりしていきたいと考えている。  

令和３年度 第２回運営指導委員会（予定）

日時 ：令和４年３月１２日（土） １３：３０～１５：００

場所 ：清真学園
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【第Ⅲ期を終えた後の取組みの方向性について】  
・探究のプロセスをスパイラルに繰り返すことは非常に大事である。また，協働してつくりあ

げていくことは社会に出て大事であり，中学生，高校生の内に経験しておくべきである。  
・方向性としては，自然科学系が弱くなったのは残念に思う。地域のことを考えることは大事

であると思う。  
・心理的安全性について，先生たちが子供をみて，温かいプログラムになるのではないか。海

外との連携や「科学英語」の授業はすごく充実しているように思った。 
・SSH というのは，趣旨とか目的は人材育成が大事。理科離れをなくすことが大事であり，教

育課程に関する研究開発である。厳しめに大学の立場で言うと，SSH は成功しているのか。

残念ながら学力低下していることもあり，功を奏している気がしない。どうすればいいか，

国自身の問題で仕方ないとしても，大学の立場で研究にはモチベーションの維持が大事であ

る。（今後の方向性について）奇抜性がない。インパクト感じられない。清真の特徴として中

高，文理を出すと面白くなるのではないか。これは全体を優秀にする方法であるが，素晴ら

しい生徒を見つけてその子を伸ばすことが大事。画一的なことをやらせるのではなく，“なん

とかバカ”というものをつくるのが本来ではないか。そういう生徒が鍛えられることが大事。

戦術としてはいいかもしれないが，戦略としてはよくない。 
・（大学では）若い研究者が減り，一方で海外から新しい若い人が来ている。学校の SSH 活動

の中で国内の若い人を育ててほしい。 
・人づくりという意味では OB，OG の活用や触れ合いの場が必要である。 
・画一的な人間を作るということに関して。入った世界の中で自分をどう生かしていくか。い

ろんな育て方がある。小さい頃にはいろんな経験を積ませるのが大事。可能性は決めつけな

い方がいい。スペシャリストをつくることを否定しているわけではないが。  
・スペシャリストをつくるときの問題はうまくいかなかったときのセーフティネットがないこ

と。どこかで難しいと自分で気づくことが大事。教育界が変えていくべきこと。画一的にや

ることに関して悪くなはない。多様性を受け入れることが大事。  
 
→ 本校の活動の方向性として，次年度以降は，自身の研究を振り返る活動を重視したり，校

内外問わず多様な他者と協働して様々な視点で事象を捉える機会をつくったりすることを意

識し，「探究のプロセスをスパイラルに繰り返させる」ことを念頭においた研究開発を計画し

ている。講評にあるように，研究開発の方向性として，今後の国内の研究現場の第一線で活

躍するような“スペシャリスト”を育成していくべきか，全体に対して先進的な理数教育を

施し，集団として科学的思考，探究心をもった人材の輩出をしていくべきか，SSH 運営指導

委員の中でも意見が割れる場面があった。  
本校としては，教育課程の開発や研修・講演会の充実を図り，全体的な科学教育を推進し

つつ，未来の“スペシャリスト”となるような人材のために，放課後や長期休業中に自由に

研究活動に取り組める環境を整備したり，各種研究機関の研究者とオンラインで指導を受け

る機会を設定したりしていきたいと考えている。  

令和３年度 第２回運営指導委員会（予定）

日時 ：令和４年３月１２日（土） １３：３０～１５：００

場所 ：清真学園

  

生徒研究テーマ一覧

ゼミ名 タイトル 要約文

クリーンエ
ネルギー

マイクロプラス
チックの回収と
そ を用い 発
電

海に溢 るマイクロプラスチックを効率良く回収し，燃料にします。マ
イクロプラスチックとは直径 ミリメートル以下の小  プラスチック
のことで，海洋生物がそ を食 生態系の破壊が起きてしま 可能性が
危惧  ています。

クリーンエ
ネルギー

エネルギー 給
率

日本のエネルギー 給率は他の先進国と比 低い。今回は私 ちの身近
にある電気に着目して，他国の再生可能エネルギー導入の政策や工夫を
調 て，再生可能エネルギーを用いて 給率を上げる方法を考える。

クリーンエ
ネルギー

ゼロエネルギー
ビルを普及 せ
るには

ゼロエネルギービルとは年間のエネルギー消費量がゼロま はマイナス
の建築物のことを指すが，そ はあまり普及してい い。そこで，普及
し い理由を探っていく。

クリーンエ
ネルギー

環境に優しい家
作り

住宅で使っ り，作り出すエネルギーに注目する。住宅から排出  る
二酸化炭素を削減し り，冷暖房を使わ くても快適に暮らすことがで
きる住宅  を例に挙げて考察し，よりよい住宅について考える。

クリーンエ
ネルギー

電気 動車の未
来

今後の電気 動車の課題や普及し 時に のよ  問題が起きるのか？
ま ，世界は今後 のよ に対策していくのか…

クリーンエ
ネルギー

効率的 水素製
造方法

水素の製造方法を研究し，実用化に向け 課題の解決を目指す。現在の
方法はコストや安全性  を考えると  も一長一短である。今後は将
来技術の，特に プロ ス水素製造方法を研究していき い。

クリーンエ
ネルギー

処理水の成 と
除去方法

この前福島第一原発の処理水を海洋放出することに っ が，その処理
水には の様 成 が含ま ているのか，その水は放出しても大丈夫 
もの のかをまとめる。

クリーンエ
ネルギー

の正しい
知識とその理解
そこから考えら
 る未来の『ま
ちづくり』

とは何か，ま ポストコロナの時代において に配慮し 良
い「まちづくり」とは ん のか。

クリーンエ
ネルギー

化石燃料を使わ
 い飛行機

飛行機は 排出量全体の ％を超え，船舶や鉄道からの排出量を上回
る規模である。 ので 排出量を減らす め飛行機を水素  で動
かせるか  を調 ，インフラ 備  も調 ます。

クリーンエ
ネルギー

クリーンエネル
ギーとは何か～
原発から考える
～

原子力発電は発電効率が良いとい 面がある一方，放射性廃棄物を出し
てしま とい 問題点もある。そん 原発を軸に，近年問題と ってい
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サイエンス
コミュニケ
ーター

深海ｷﾞｮ☆ こ までの活動を振り返ります。

サイエンス
コミュニケ
ーター

ラクトパミン，
ホエイプロテイ
ン，カゼインプ
ロテインによる
ゼブラフィッシ
ュの成長

ゼブラフィッシュにタンパク質生成に関わる飼料を与えることで のよ
  影響あるか，タンパク質生成 種を与えるグループとテトラミンの
みを与えるグループに け，体重の 化や運動能力の 化を測りまし
 。

スポーツデ
ータサイエ
ンス

スポーツ
を駆使して

を見る

人による測 （ストップウォッチ）と人工衛星（光電管や ）の測 
を 走を用いて比較し，タイム向上を目指す際に ちらが課題発掘
が 易か，  くらい細かく見ることができるかを調 ，そ を発表す
る。

スポーツ総
合

スポーツ根性論
によるパフォー
マンスの向上

「根性論」は時代錯誤 考え方 のか…私は時代の流 （ 化）により
否 的 意見が多い「根性論」について研究し 。今の時代にも，時に
は根性論が必要 のでは いだろ か。

スポーツ総
合

運動後の体温 
化

夏に運動をすると体温が，すぐに上昇し，そ がスポーツに悪い影響を
も らす。その め体温を低下 せる めには， のよ  方法がすぐ
に体温を低下 せることができるのか様々 文献を探し，具体的 結果
を出し 。そして，その結果から冬の体温低下から，効率の良い体温の
上げ方に繋げて，調 続けていく。

スポーツ総
合

高齢者の めに
私 ちができる
こと

高齢者の健康寿命と平均寿命の差である介護を必要とする期間に私 ち
ができることす きことを考え らの健康意識を高めることへとつ げ
る  を発表します。

ロボット
「プチロボ」を
歩かせる

ロボットのバランスや動き，重心  を考えてそ ぞ のパーツに合っ
 数値を入力して まざま 動きができるよ にしていく。
色々 動きを試して改良し，最も効率よく速く動ける方法を探してい
く。

ロボット
四足歩行の動作
をロボットで 
 生かすか

この研究では，動物のする動作は四足歩行ロボットでは のよ  動作
で再現可能かをしら ，調  動作と動物の動作を比 ，ロボットに足
り いことや仕組みを知り，様々 動作を活かすことを目標として進め
まし 。

ロボット
ロボットの動か
し方

ロボットは のよ にして動かすのか。 のよ にして動くのか。

ロボット
四足歩行ロボッ
トを安 して動
かすプログラム

ロボットを前進 せるプログラムを複数作成し，その中で転倒，向きが
 わる，進ま い  の不具合が最も少 い，つまり最も安 している
プログラムは  かの実 をまとめ もの。

ロボット
動か いロボッ
トの原因を調 
る

二足歩行ロボットが動か いので，その原因について調 まし 。

ロボット
プチロボのプロ
グラム

プチロボの製作を通して，ロボットのプログラムの方法を学習する。

医療系 白血病
白血病の原因，症状，治療について，同級生向けに工夫して発表しま
す。
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医療系
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いて
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膵臓癌は のよ  病気 のか，ステージが上がるごとに生存率は の
くらい下がるのか，新しい治療法は ん ものがあるのか，膵臓癌を患
 ひとの特徴は何 のか。

医療系
遺伝性乳がんと
がん抑制遺伝子
の関係

乳がんは，女性の罹患数そして死亡数が最も多いがんであることをみ 
 んは知っていますか？ま 発症の ～ は遺伝が原因と  ていま
す。私は遺伝性乳がんが のよ  仕組みで発症するのかをまとめまし
 。

英語ディベ
ート

英語ディベート
を通して学ぶ良
い 論の仕方

普段のゼミで行っている即興型英語ディベートの練習，そしてその大会
  で培ってき 経 やディベートの技術をもとに考え ，日常生活に
おいても十 に活用できる，人を説得することができる 論方法とは何
か。

英語ディベ
ート

英語ディベート
を通して学ぶ良
い 論の仕方

初めに英語ディベートとは のよ  ものかについて述 ます。その後
に簡単 ゲームの進め方を説明し 後，僕がゼミで一番やっているパー
トの詳しい説明をします。

英語ディベ
ート

落語から学ぶ話
力

落語から話し方を学びそ をゼミの活動に繋げていくことを考えて発表
します。言葉とジェスチャーのみを使って物を伝えます。そ はディベ
ートと同じです。だから参考に ると思いまし 。

英語ディベ
ート

説得力のある話
し方

英語と日本語との間には説得力を高める話し方に違いはあるのかとい 
疑問について資料を集め，そこから かる共通点をまとめまし 。

英語ディベ
ート

英会話における
効果的 方法

英語ディベートで勝利する めには，客観的 データや論の説得力 
 ，多くの要素が必要に る。その中でも文章の構成の仕方や主張の際
の表現方法  に着目し，日常的 英会話とも結びつけ がら考えてい
く。

英語ディベ
ート

日本政府はコロ
ナ対策にもっと
積極的に る 
きである。

日本の対策は海外のものに比 効果が薄いのでは いかと考え，このよ
  タイトルを  し 。研究を通して日本政府が行っている具体的 
対策を把握することが出来 。やはり日本の政策は海外に比 て効果が
薄い。

英語ディベ
ート

震災復興からみ
る首都機能移転

私 ちは，研究型ディベートを通して首都機能移転の是非について議論
してき 。現在東京にある首都機能を栃木・福島地域に移転する利点を
震災復興とい 視点から紹介する。

音楽史
ショパンの性格
を知る

世紀には，音楽が世俗的に る過程で， まざま 新技法が生み出
  てき 。 世紀に入ると，古代音楽の再建が目指  るよ に 
っ 。その長い音楽の歴史の中で一際有名 ショパンについてこ から
調 ていき い。

音楽史 西洋音楽の歴史
前期期間に調 ，学習し 西洋の音楽史についてです。昔の音楽の型式
やその時代の社会の音楽の捉え方についてまとめまし 。

音楽史
中世，後期ルネ
サンスの音楽史

中世の宗教音楽，後期ルネサンスの宗教改革と教会音楽について調 ま
し 。音楽とい ものが のよ に構成  ていっ か， のよ  理
論が構築  ，誰がキーマンと って革命を起こしてき のかを発表し
ます。

音楽史
古代の西洋音楽
で生ま  もの

古代では，現代でも使用  ている記号や楽器，譜面  音楽の土台が
 るものが誕生し 。ま ，教育や思想にも音楽が取り入 ら 政治や
教会行事にも様々 影響を与え 。
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化学総合
金属葉は ぜ界
面で析出するの
か

金属葉が金属塩水溶液と有機溶媒の海面に電流を流すことによって析出
する理由を突き止めることを目的に，先行研究をもとにし 実 を行 
っていく。 のよ に実 を進めていくのか，その手順を説明する。

化学総合 理想の石鹸
私 ちは理想の石鹸を作る めに，オリーブオイル，ココナッツオイル
  から石鹸を作り，そ ぞ の石鹸の親水性と親油性を調  。

化学総合
環境に優しく水
に強いストロー
を作る

私 ちは環境に優しく水に強いストローを作っている。プラスチックゴ
ミによる海洋汚染の対策として使わ ている紙ストローには，水に弱い
  の問題点がある。そこで野菜や果物の皮  の廃棄物から作ること
にし 。

化学総合
フルオレ イン
の発光の 化に
ついて

蛍光物質の一つであるフルオレ インを用いて， の溶液と反応 せる
ことで，より発光強度が強く るのかを研究する。

化学総合
エステル香料と
匂いの強度

私 ちは，カルボン酸とアルコールが脱水縮合してでき，生じ 匂いが
洗剤や香料  に使わ るエステルについての  を えて，匂いの強
度に違いがあるのかと思い，匂いを数値化し，比 まし 。

起業・情報
発信

鹿島アントラー
ズ観戦客を地域
課題解決に  
活かすか

鹿島アントラーズの観戦客が，試合が終わっ 後すぐに帰ってしま 現
状がある。そこで，鹿行地域にその観戦客を滞在 せ，地域の魅力発信
や課題解決をしよ と，公園造りを計画し 。

起業・情報
発信

みん で楽しむ
茨城

鹿行地域で生産  ている豊富 農作物の知名度が低いとい 課題を解
決する めに，鹿行地域で生産  ている野菜を使っ ご当地グルメを
作ろ と考えまし 。できる限り多くの方に食 てもらえるよ 工夫し
まし 。

起業・情報
発信

 ぜ鹿行地域は
日本に瀰漫  
 いのか

豊か  然に囲ま  地形･豊富 資源の中で不 由 い暮らしをする
ことが出来る鹿行地域が ぜ世の中に広まら いのだろ か？ 力を
問わ る世の中や昨今の日本に合っ 新事業の提案と研究をしまし 。

起業・情報
発信

作って感じる茨
城の魅力

鹿行地域の農産物は美味しく生産量も多い一方で，他県の方々のみ ら
ず県 の方々にも伝わってい いと感じまし 。そこで私達はお菓子を
通して鹿行地域の魅力を知ってもらえるよ  発表です。

起業・情報
発信

まるっとちばら
き～円と循環と
絆でつ ぐくる
りちばらき～

鹿行地域と千葉県北東部を中心に『円』をテーマとし，観光プランを考
え，観光甲子園の 修学旅行部門に応募しまし 。

教育思想史
教師の在る き
姿

今日に至るまで教員は長い歴史を経てき 。時代ごとに教員のある き
姿は わってきており，そ は今日も例外では い。現代の教員は，そ
の質が落ちていると指摘  ることもある め，本来教員は のよ に
ある き のか今一度考えていこ と思 。

教育思想史
日本における義
務教育とは

「  して勉強をし け ばいけ いのか」とい 疑問を，現代の日本
の教育制度である義務教育について調 ることで解決に近づけると考え
まし 。現代の法律や，思想について，歴史に触  がら調 まし 。

教育思想史
理想の教育と時
代の関係

昭和と平成とい そ ほ 離 てい い時代でも，体罰への見方が わ
っ り教育観。

教育思想史
教師の忙し に
ついて

教師はとても忙しく，近年では教員の精神疾患による病気休職者が増加
傾向にある。その忙しい原因，精神を追い詰めているものは ん のか
を原因を追求し，この問題の解決をめざす。
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教育思想史 教育の当 り前
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を学ぶ
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感動の  
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る不老不死の生
み出す危険性

漫画『亜人』の中に存在する「亜人」とい 存在から不老，ま は不死
の可能性を調  り，人類が不老不死に ることで起こる弊害を予測し
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状況における心理や行動を心理学的 面から考察を行い，主人公達の心
理，行動に環境が ん 影響を与えるか  を 析する。
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ロボットアニメ
の復活へ

近年衰退しつつあるロボットアニメ。その背景には，アニメ業界 での
 化だけで く，人々の考え方の 化，社会情勢の影響があると考えま
し 。こ らの要因を考察し，ロボットアニメの復活を目指します。

現代文化批
評

シュガーラッシ
ュ・オンライン
における
プリン ス像の
更新と複雑 

本作では，歴代のプリン ス 人が総出演し 。そこでの彼女 ちの
性格は，そ ぞ の映画の中のものとは大きく異 るプリン スもい
る。そこに注目をして，時代の流 とプリン スの描か 方を比較す
る。

現代文化批
評

 ぜ私 ちは倫
理作品に興味を
持ち面白いと感
じるのか？

まず作品について原作とドラマの つについて深く探究し  をまとめ
る。次に人の感情や価値観，人間社会  の論文を引用し作品  と交
え がら ぜこの作品が人気と っ のかをまとめる。

現代文化批
評

悪役令嬢モノの
枠組みについて

現在，小説投稿サイト「小説家に ろ 」や「カクヨム」，「アルファ
ポリス」で人気を博す『悪役令嬢モノ』。悪役令嬢モノにおいて， の
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よ  人物が登場し， のよ  行動をするのか。他にも，『悪役令嬢
モノ』 特の世界観もま 説明する。

現代文化批
評

「 人」の扱わ
 方について

アニメや漫画から現代における「 人」の扱わ 方について調査し，考
察することで，最近伸びてきている「 人〇〇」とい コンテンツのよ
り大き 発展を図る。

現代文化批
評

研究対象と る
作品の家庭 環
境について

研究対象と る作品の家族構成  の相関図， のキャラクターが ん
 家庭 環境を持っているのか。

現代文化批
評

 ぜジブリ作品
はヒットするの
か？

ジブリ作品の多くはヒットしている。その理由として，世代の超え 人
気があるとい 事だ。宮崎駿監督も， 歳児にも理解できるものを作り
 いと言ってい 。他にもリピーターが多いとい ことも人気の理由の
一つだ。

現代文化批
評

ソーシャルゲー
ムの売り上げ

ソーシャルゲームは課金とい 要素がありいろん 人が行っているので
 のくらいの売り上げがあるのかを調 ， まざま アプリごとに の
くらいの売り上げの差があり のよ  特徴があるのかを調 る。

現代文化批
評

聖地巡礼がも 
らす経済効果

熱心 ファンが，アニメ・漫画の舞台と っ 土地や建物  を「聖
地」と称して訪 る聖地巡礼がその地域に のよ  経済効果をも ら
し，何を与えてく るのかを まざま 資料から読み取り   りの答
えを導く。

現代文化批
評

多くの人が
にハ

マるのは ぜ？

私は今年から にハマりまし 。多くの ファンは彼
らの何に惹か ていっ のか。今回私が研究するテーマは，
にハマっていく理由についてです。

現代文化批
評

年から
年

年ごろのアニメ，漫画，から 年台の人の思想や世紀末の未来
予想について考え予想と現実を比較する。

現代文化批
評

日本で人気 海
外映画

日本で人気 海外映画と日本で人気が くて海外では人気がある海外映
画を調 て，日本で流行る海外映画の特徴をみつけて日本人の好みをつ
きとめる。

現代文化批
評

死の 化
アニメから見ら る死の場面から人々が死について のよ  考えを持
っているのか，その考えを踏まえてまだ誰もが かってい い死の先に
ついて研究しまし 。

現代文化批
評

刃牙シリーズの
キャラクターの
精神の屈強 

刃牙シリーズのキャラクターが大怪我しても戦い続けることができる要
因を調 る。ま ，その要因は現実でも活かせることができるのかを調
 る。

現代文化批
評

日本のアイドル
と韓国のアイド
ルの違いから見
る異文化理解

日本のアイドルと韓国のアイドルを比較し，日本と韓国の関係について
調査する。

現代文化批
評

谷崎潤一郎の作
品傾向

数いる小説作家において谷崎潤一郎の作品は 一風 わっ 小説を書く
人物である。小説の特徴について調 ていく。

現代文化批
評

仮面ライダー玩
具の売上から 
かること

ライダーごとの玩具の細かい売 行き  を見て種類ごとの売上につい
て考える。

現代文化批
評

『推し，燃ゆ』
から見るオタク
とい 生き方に
ついて

現在，オタク人口は大幅に増加しており，私 ちの生活に身近に りつ
つある。そん オタク文化について，第 回芥川賞を受賞し ，小説
『推し，燃ゆ』とい 作品を通して，その本質を探っていく。
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国際教養
在日外国人差別
の現状と解決策

在日外国人に対し，いい印象を持  い方もいると思います。ですが，
こ からは外国人が必要に る時代。日本人も外国人も共に住みやすい
社会を目指し，最善 解決策を導く め差別の現状を知り，原因を探り
まし 。

国際教養
貧困が く ら
 いのは ぜか

で取り上げら ている「貧困」とい 問題を一度は聞い ことが
あると思います。貧困問題を無くす めに私 ちができることは何か，
  す ば解決することができるのかとい ことをテーマに研究してい
ます。

国際教養
 ぜ冤罪は起こ
るのか

 ぜ冤罪は起きるのだろ か。以前から疑問に思っていまし 。この研
究では，冤罪が起きる原因を調 ，冤罪が発生する流 について考えま
し 。

国際教養
司法における黒
人差別

今までは，黒人と白人の裁判では白人に有利 よ に判決が下  るこ
とが多かっ が，  してそのよ  ことが起こってしまっ のか黒人
差別の歴史とともに考え 結果。

国際教養

障がい者差別と
福祉教育
～福祉教育を軸
に障がい理解を
広めるには？～

障がいを持つ人と障がいを持  い人の認識のず を今後 のよ に研
究していくか。

国際教養

世界中の人々に
平等 教育と食
料を届ける め
に私 ちにでき
ることは に
か？
～世界の飢餓・
教育問題と日本
人の生活を比較
する～

現在のアフリカ地域の飢餓状態や教育問題について調 ，そ を理解し
 上で日本人の生活と比較しアフリカの人 ちの生活に足り いものを
研究し，アフリカの人 ちの めに私 ちにできることを考察する。

国際教養
多様 性への理
解

私 ちが着目し のは， の方への差別偏見が絶え い世の中で
ある。こ し 現状は の教育が乏しいことで引き起こ  てい
るのでは いかと考え，本研究では 教育を提案する。

国際教養
性犯罪に対する
問題意識を高め
るには

ゼミを通して性被害の悲惨 現状に衝撃を受け 。本研究では，性犯罪
に対する問題意識を高める めに，世界各国で起こるジェンダー差別の
 かでも性犯罪に目を向け，私達が のよ  行動を取る きか考察す
る。

国際教養
心の調子を整え
ることを保障す
る社会づくり

日本ではマイナスイメージのあるカウン リングだが，アメリカでは
「心の調子を整える めに受けるもの」とい 認識である。日本でも心
の調子を整える機会を身近にし，保障する めの社会のシステムを考え
 。

国際教養
に足り 

いもの

近年耳にすることが増え 。しかし， が達成   ら，本当
に持続可能 世界に るのか かってい い。本研究では各国の取組み
  を通して， に足り いものは何か研究していく。

手作りして
科学する

最高のハンドク
リームを作ろ
 ！

ハンドクリームを実際に制作し，材料や制作過程を理解しより良いハン
ドクリームを作る。制作の方法や計画，より良いハンドクリームの選出
方法  をスライドにまとめます。
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手作りして
科学する

環境にや しい
堆肥作り～微生
物を利用して～

今後の本格的 研究に向けて， 月から 月頃にかけて行っ 予備実 
で得ら  結果とそ をもとに て 今後の計画を発表します。

手作りして
科学する

色々 種類の草
を使って納豆を
作ってみよ 

私 ちのグループでは，茨城県の特産品である納豆に着目し，稲藁以外
の草でも納豆を作ることができるのか気に っ ので身近に生えている
草を使用して，納豆を作ることのできる草の共通点について調 てい
く。

手作りして
科学する

生茶を用い ゾ
ウリムシの培養
及びクローン作
成

市販の生茶を用い 培養方法により，一匹のゾウリムシからクローンを
作成する方法を研究しています。ま ，クローンの作成の成功確率を向
上 せる方法についても研究を通して探っていき いと思います。

進化学
玉ねぎの皮から
着色料を抽出す
る

で，東京工業大学附属科学技術高等学校とタイにある と
共同で研究をしまし 。清真学園では，ハイドロゲルを着色する め
に，玉ねぎの皮からケル チンスルホン酸を抽出する実 をしまし 。

進化学
タニシの種類と
水質浄化能力の
関係

今回，私は池や湖沼の浄化に対するタニシの効果に興味を持ちまし 。
水槽でタニシの飼育実 を行い，検証しまし 。今後は，タニシが水質
浄化だけでは く，水生植物の生育への影響も調 ます。

進化学
ツクバネの翼果
を模倣し 風力
タービンの作成

その構造からくるくると回転し がら落下する「翼果」を持つツクバネ
の種子をプロペラに模倣し 最良の風力タービン 風力発電の機械 をプ
ロペラの角度と発電量の関係から作成します。

進化学
メダカの走行性
についての研究

本研究ではメダカの走行性について実 を行っ ものである。丸い水槽
の外側で，白と黒の線が書か  紙を回してメダカの動きを観察する。
しかしこの実 は結果が目に見え，ま 非常にテンプレートである。今
回の研究ではこの実 を派生し ものである。

進化学
蟻の苦手 物質
について

蟻の苦手 物質と  ているものを調 てそ を用いて実 をし，蟻の
反応を見て虫除け  に応用する。

進化学
金属イオンがプ
ラナリアの行動
に与える影響

研究で使用するプラナリア ナミウズムシ を安 して飼育する めに，
プラナリアが過ごしやすい水中環境をつくることを目的として金属イオ
ンとプラナリアが取る行動を研究しています。

進化学
蜘蛛の糸の強度
について

蜘蛛の糸の強度は鋼鉄の約 倍と言わ ており，直径 ㌢の太 の糸で
クモの巣を作 ば，ジャンボジェット機をまるでトンボやチョウチョの
よ に捕まえら ると言 ことをテレビを通して知りまし 。僕 ちは
実際に蜘蛛の糸の強度を調 ることにしまし 。

進化学
人は ぜゴキブ
リを嫌 のか

集め 資料の中から，人がゴキブリを嫌っている原因だと考えら るも
のをピックアップし，考察します。

進化学
コウジカビと土
壌微生物の増殖
の比較

私達はコウジカビの未知の能力を探しており，その中で土壌に何らかの
 化を起こすのかとい ことを研究しています。コウジカビを，土壌を
擬似的に再現し 培地に植菌することにより，培地でのコウジカビや，
土壌微生物の増殖速度を観察し，コウジカビの土壌改質性を調 ていま
す。

地学
波崎ボーリング
コアを用い 古
環境の復元

茨城県の波崎で掘削   ボーリングコアから産出   浮遊性有孔虫
の化石を 類して，含泥率やコアの深度，化石の群集データ  から年
代指標や環境 化を判明 せる。

地学
天気予報の精度
についての検討

天気予報アプリの天気図と，実際の天気と比 て当 っ 時と外 てし
まっ 時を比 て 析し，   ちでも天気を予報できるよ にする 
めに， のよ  方法で調査を進めるか。
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代指標や環境 化を判明 せる。

地学
天気予報の精度
についての検討

天気予報アプリの天気図と，実際の天気と比 て当 っ 時と外 てし
まっ 時を比 て 析し，   ちでも天気を予報できるよ にする 
めに， のよ  方法で調査を進めるか。

  

地学
月面クレーター
及び溶岩チュー
ブの 布

私 ちは月面クレーターと溶岩チューブの 布を，専用のツールから得
 月面写真のデータをもとに算出している。この研究によって月面クレ
ーターと溶岩チューブの成因について解明する。

地学
前震から予測す
る本震のマグニ
チュード

前震とは何かの説明  義とその問題点  ，研究の動機，研究の目的
と方法 使 サイトの使用例も す ，予備実    数を何にす
るか ，展望，出典。

地学
エウロパ着陸探
査の検討

昨年度，生命の可能性がある木星衛星エウロパに逆噴射により着陸する
 め，着陸機の性能と着陸に必要 速度・高度・時間のデータとの関係
式を導出し 。今年度は外部で複数回発表を行い，今後の課題を明らか
にし 。

日常に潜む
数理の研究

次方程式の解
と係数の関係か
ら導く一般式

数学の問題を解く えで，二次方程式の解と係数の関係を用いてα
β   を毎回求めるのは大  ことである。 らば，一般式を求め
てしまえばよい。こ をｎ次方程式で求め ば，より便利に ると考え
 。

日常に潜む
数理の研究

救急医療支援シ
ステムの開発

急患を救急搬送する際に行わ る病院選 の手段と搬送時間の関係につ
いての研究。現在，電話で行わ ている救急搬送の病院選 をソフトで
行 ことで，救急隊と病院のコンタクトの効率向上につ がるのか調 
る。

日常に潜む
数理の研究

 作 とゲ
ームのチャット
の連携

 作し 上の と とい ゲームのチャット欄を連携
 せよ としています。双方向で会話をできるよ にし， 上で送信
し 画像を 上で見ら るよ にします。すでに とい
 アプリを用い 連携は取 まし 。

日常に潜む
数理の研究

チャットアプリ
による教育の活
性化

「授業中質問するのが恥ずかしい，匿名で質問し い」
そん 悩みを解決す く，授業 外で使える教育用チャットアプリを開
発しています。授業は先生と生徒で作り上げるもの。このアプリはその
手助けをします。

日常に潜む
数理の研究

～日本語
を喋るキカ
イ！？～

日常生活のサポート（メールの送信，電話），日本語の会話を機械学習
により可能にし を作成する。こ により，この を使 人の日
常を豊かにし，生活の質をあげることを目標とする。

日常に潜む
数理の研究

スイングバイの
ときの軌道を二
次元で考える

惑星の重力を使い，公転速度をもらって，宇宙船の速度を増速・減速し
 り，軌道を え りできる技術 スイングバイ 。
そのときの軌道を二次元で考え，数学を利用して再現します。

日常に潜む
数理の研究

習字を教える＆
教わ るアプリ
の開発に向けて

前回のパワポ作りから 月までドリームパスの話し合い，その後アプリ
開発の 礎的 理解を進めつつ，簡単 アプリを作って勉強している。
目的を再確認し 上でその中で かるよ に っ こと，そしてそ を
踏まえてこ からしていく きことについて発表しよ と思 。

日常に潜む
数理の研究

中高生向け食生
活支援アプリの
開発
～僕の軌跡～

数理ゼミで中高生用の ブンイレブンの商品の中で栄養素をバランスよ
く，安価 一回 の食事を手短に提 するアプリを作り いと思いま
す。そして今回はそのアプリの概要と僕の半年の活動と今後の計画を紹
介します。

日常に潜む
数理の研究

中高合わせて 年間で私 ちがとるノートの量は計り知  い。そこで
私 ちが紹介するのは教科書を 盤とし コンパクト ノート作りアプ
リである。私 ちはこのアプリで学生の学習をサポートし い。

日常に潜む
数理の研究

ゲーム制作に利
用し プログラ
ミングの練習

 力で一からゲームを制作することで工夫する め，プログラミングの
仕方を理解しやすいと考え，この研究を行っ 。最終的には，素早くコ
ードを書けて，アイデアを最大限に活用できることを目標としている。
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日常に潜む
数理の研究

意外と知ら い身近 魅力に目を向け，鹿行地域の魅力をプロジェクシ
ョンマッピングを用いて伝える。

日常に潜む
数理の研究

私 ちは勉強において一番大切 ことはスケジュール管理であると考え
 。このアプリケーションは対象者に適し 無理の いかつ最も効率的
 スケジュールを作成し，提案してく る。

美術 妖怪
人々は昔から   ちの力では解決でき いよ  現象を妖怪や神の仕
業にすることで乗り越えてき 。様々 問題を抱える現代社会において
そ らを妖怪化して描き問題解決の一歩とし い。

美術 睡蓮を描く
   りに睡蓮を描き，出来 作品をクロード・モネの作品である「睡
蓮」と比 る。クロード・モネは光に観点を置いてい が，私は光では
 く輪郭に観点を置き，違 技法を用いる。

美術
印象派の技法が
作品に与える影
響。

印象派の画家や技法について調 る。そして，  が鑑賞者に明るい印
象を与える めには のよ に描けば良いのかを明確にし，モネの点描
  の技法を用い がら絵画を制作する。

美術
刺繍を用い 絵
画制作

針と糸で装飾を施す伝統的 技術である刺繍を用い 絵画を制作して，
刺繍が作品にも らす効果を調 ます。

武士の時代
を考える

吾妻鏡と平家物
語の関係性

吾妻鏡は鎌倉幕府のもとに書か  将軍記であり，平家物語は平安から
鎌倉の頃に台頭してき 武士の平氏を中心に書か  軍記物語。両方に
共通する富士川の戦いを題材とし当時の書物の違いについて検討する。

武士の時代
を考える

織田家家臣団と
キリスト教の関
係

昨年に引き続き，織田家とキリスト教との関係について『信長公記』と
『日本史』を素材に考察を加える。

個人テーマ
研究

著作権について
知っているよ で割と知ら てい い著作権法，そ に関する 礎的 
ところについて発表します。

個人テーマ
研究

盗作の 義と
は？

スイカ写真事 等の実例を交え，盗作の 義が曖昧 事を す。

アンケート結果

高校１年生対象 令和 年 月実施（ 人中 人回答）

設問 これまでのゼミでの探究活動で，どのような力が身についたと思いますか。（問の作成，情報収集，調

査・実験の計画，まとめ・考察，発表，グループでの対話など，いろいろな面で考えてみましょう）

 情報を集める力

 既にわかっている情報や方法を駆使して新しい結果を得るためには，どのような組み合わせで研究する

のか，どの情報や方法を使うのが適切なのかを自分で考えられるようになった。発表をするためのスラ

イドには，自分が今まで見てきた中でも，最も聞きやすく，内容が頭に入りやすいスライドを参考にし，

文字は少なくかつ分かりやすくすることを意識するようになった。

 本を読み，そこから大事な情報を抜き出し，自分で分かりやすくまとめる

 計画をたてて実行する力。

 情報収集して調べたり，計画を立てる力が身についたと思う。

 グループで意見を出すことが増えた

 情報がどんなことを表しているか考える力

 従来のやり方とは違うアイデアを見つける力

 沢山調べて膨大になった情報をまとめて，スライドに収め，簡単にして説明する力。
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日常に潜む
数理の研究

意外と知ら い身近 魅力に目を向け，鹿行地域の魅力をプロジェクシ
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数理の研究
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 スケジュールを作成し，提案してく る。
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業にすることで乗り越えてき 。様々 問題を抱える現代社会において
そ らを妖怪化して描き問題解決の一歩とし い。

美術 睡蓮を描く
   りに睡蓮を描き，出来 作品をクロード・モネの作品である「睡
蓮」と比 る。クロード・モネは光に観点を置いてい が，私は光では
 く輪郭に観点を置き，違 技法を用いる。

美術
印象派の技法が
作品に与える影
響。

印象派の画家や技法について調 る。そして，  が鑑賞者に明るい印
象を与える めには のよ に描けば良いのかを明確にし，モネの点描
  の技法を用い がら絵画を制作する。

美術
刺繍を用い 絵
画制作

針と糸で装飾を施す伝統的 技術である刺繍を用い 絵画を制作して，
刺繍が作品にも らす効果を調 ます。

武士の時代
を考える

吾妻鏡と平家物
語の関係性

吾妻鏡は鎌倉幕府のもとに書か  将軍記であり，平家物語は平安から
鎌倉の頃に台頭してき 武士の平氏を中心に書か  軍記物語。両方に
共通する富士川の戦いを題材とし当時の書物の違いについて検討する。

武士の時代
を考える

織田家家臣団と
キリスト教の関
係

昨年に引き続き，織田家とキリスト教との関係について『信長公記』と
『日本史』を素材に考察を加える。

個人テーマ
研究

著作権について
知っているよ で割と知ら てい い著作権法，そ に関する 礎的 
ところについて発表します。

個人テーマ
研究

盗作の 義と
は？

スイカ写真事 等の実例を交え，盗作の 義が曖昧 事を す。

アンケート結果

高校１年生対象 令和 年 月実施（ 人中 人回答）

設問 これまでのゼミでの探究活動で，どのような力が身についたと思いますか。（問の作成，情報収集，調

査・実験の計画，まとめ・考察，発表，グループでの対話など，いろいろな面で考えてみましょう）

 情報を集める力

 既にわかっている情報や方法を駆使して新しい結果を得るためには，どのような組み合わせで研究する

のか，どの情報や方法を使うのが適切なのかを自分で考えられるようになった。発表をするためのスラ

イドには，自分が今まで見てきた中でも，最も聞きやすく，内容が頭に入りやすいスライドを参考にし，

文字は少なくかつ分かりやすくすることを意識するようになった。

 本を読み，そこから大事な情報を抜き出し，自分で分かりやすくまとめる

 計画をたてて実行する力。

 情報収集して調べたり，計画を立てる力が身についたと思う。

 グループで意見を出すことが増えた

 情報がどんなことを表しているか考える力

 従来のやり方とは違うアイデアを見つける力

 沢山調べて膨大になった情報をまとめて，スライドに収め，簡単にして説明する力。

  

 ・問いの作成 ・自分の意見を持つということ ・オリジナル性 ・考察する力

 人にわかりやすく伝える。 信頼出来るサイトを見る。 色々な面で研究のテーマを考える。

 情報収集能力 発表，プレゼン力 過程の管理力

 自分の探究に対する実験への計画 実験の長さなど）。それに必要な費用や材料に対する意識。

 問いを立てる時，歴史や政治など幅広い分野からの視点で問を立てることができた。大学の教授が書い
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 自分の行動力，思考力，アイデアの発想力，社会に耳を向ける力，知りたいと思う意欲

 正確な情報を収集する力 得られた情報から自分の考えを生み出して次に繋げる力 見やすい，伝わりや

すいスライドの作り方

 ケルセチンがスルホン化されたことを実験で確認できて，構造を理解できた。毎週の会議のための発表
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プ以外の人と関わりながら協力しあって発表まで進めることが出来た。
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 グループ内での活動をスムーズにできる力。 話し合う力。

 相手によりわかりやすく説明しようとする力がついた 教員の支援，指示を受けてテーマを絞った

 結果と考察，展開にかけての，問題に対する目的との対応関係を意識して研究することで，問題にどの

ようなアプローチをかけるのが最適なのかよく考えて導けるようになった。また，問の作成能力も上が

った様な気がする。

 日常生活の中から問いを見つけ出す能力 情報の収集・整理 スライドを作る能力

 テレビで発表をするにあたって，今まであまりやったことのなかったパワーポイントやワードの扱い方

が分かるようになった。

 考える力 自分から行動する力 想像力 実現可能かどうかなどを考えて行動する力

 論文を集める力と読む力 社会情勢と結びつける力

 必要な情報を集め，それを分かりやすくまとめる力がついた。また，グループでの対話で自分の意見を

発表する力が身についたと思う。

 情報収集能力 発案力 調査スピード 発表力

 目の前の課題に対して，自分 人で対応するのでは無く，チームメイトと協力していくことの大切さを

学んだ。見やすい研究結果のまとめ方や，スライドの作り方についても学ぶことができた。

 発表技術，仲間を探す力，積極性，スライド作成技術，情報収集，アプリケーション開発技術

 グループでの対話の仕方 ・皆の意見を聞ける状況にする ・意見を言い合って話し合いを深める

 の習得 問題に対しての多面的な考察力 問題に対して複数の方法を思い浮かべながら解決する方

法を組み立てる力 自分の作ったものに対して批判的な目線で見ることが出来る力 他人に対する説明を

わかりやすく行う力

 発表をする力 相手にわかりやすく伝える力 パワポの使い方

 情報収集力 まとめ・考察 の使い方

 情報整理，要約

 計画する力，情報収集する力，スライドを作成する力

 自分で何かを考える能力（誰にも頼らず）

 実験の計画→実際にやってみる ためにどうすれば良いか考えられるようになった そのほかには，分か

りやすいスライドを作る力がついた。

 実験計画力 どういう問いを立てるべきなのかがわかるようになった。

 わかりやすいプレゼンをする力，喋り方 見やすいプレゼンの作り方

 問いはなるべく他の人と被るところがないように設定した。実験の計画は，何を実践するのかを常に考

えながらスムーズに行動できるように立てた。

 自分で問いを広げその中から取捨選択を情報に基づいてできるようになった。結果をもとに自分の考え

を練ることができるようになった。

 今までは議論が苦手で一度つまってしまうとそのあとついていく事ができなくなっていたが，ゼミでの

議論を通して少しずつだがついていけるようになった。

 様々な情報を探し，テーマに沿った情報を正しく判断することができた。また，スライドを作る時に分

かりやすさを重視して作る事ができた。

 ゼミの探究活動では，アイデアを形にし，スケジューリングする力が身についたと思う。グループ研究

ではあったけれども 人という少人数で行えたことで，積極的に発言しより深い議論を重ね，実験に持

ち込めたと思う。

 結論に結びつくような情報を考える力，アイデアを出す力，手際良く準備する力
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 自分の漠然とした発想をいかに具体的な理由と説得力を上げる力がついた。

 課題解決に向けた地域の情報を収集する力や，それらをまとめる能力が身についたと思います。また，

私は発表が苦手なのですが発表する機会がたくさんあるゼミなので，少し発表に慣れることができてよ

かったです。グループでの連携もうまくできるようになりました。

 一つの事を深く調べる事ができるようになった。また人の探求から自分の探求の欠点を見つけ，学ぶ事

ができた。

 これまでの活動で情報収集の力が上がったと思った。探求活動ではきちんとした情報源から正確な知識

を得ることに気をつけるようになり，以前だったら「書いてあったらいいや」という感覚だったのが新

聞からの記事や先行研究などから知識を得ようとするようになれた。

 ゼミでの活動を通して感じた疑問を日常生活と結び付けて考える力がついた。また，物事を様々な観点

から観察する力をつける事が出来た。そして，結果を様々な方向から分析・考察する力がついた。

 入学した頃は，自ら問いを立てるのが苦手だったが探究の時間を通して問いを立てるカ，考察するカが

身についたと感じる。またパワーポイント

 自分の中で 番ついたと思える力は発表する力だと思います。高校入学以前は環境的にも自分の意思の

面でも発表をあまりしてきませんでした。しかしこのゼミの機会を通して多くの発表する機会が得られ

て発表への緊張やマイナスなイメージを減らすことができました。また，自分で計画を立てる力が養わ

れたと思います。テストや普段からの勉強でもとても大切な力だと思うが，正直とても苦手でした。し

かし，今回のゼミでの探求では自分がしたいことをするためには計画を立てなければいけないという状

況になって，最初は辛かったけれど，だんだん達成感と共に力をつけることができたと思います。

 ゼミの研究を始める前と比べて考察する力がついたと思います。テーマ設定や研究を発表する過程でゼ

ミ内の人達から様々な意見や自分とは違った視点で見ている人の考えを聞くことができたおかげで自分

人では考えられなかった問題を知ることができてよかったです。また，人前で話すことをあまり経験し

たことがなかったのでゼミでのちょっとした発表はよい経験になりました。

 情報収集 取捨選択

 発表する力，情報収集を効率的に行なう力，考察する力，グループで対話する力がゼミ活動を通してつ

いたと思います。まだ問いを作成する力は伸びしろがあると感じました。

 調査として本の要約をしたが，その力と，分かりやすく伝えようとする力が身についた。

 問の作成や，研究内容，研究方法などを考える機会が多かったため，「思考力」が鍛えられたと思う。ま

た，意見交換や発表の際に，いかにうまく相手に自分の意見を上手く伝えられるかが求められたので，

「伝える力」が身についたと思う。

 思った通りに動かないロボットを思った通りに動かすために根気強く考察をしたため，根気強さと考察

能力が上がったと思う。

 問いの作成能力や，まとめ・考察能力が上がったと感じた。

 自分が興味のある問いを見つけて，それをどのように研究すれば良いか考える力が身についた。しかし，

今回は独力で全て片付けてしまおうと言う気持ちが強すぎて，参考文献などの使用が少なかったように

思う。先人の知恵も借りながら課題解決へ向けて努力する事を意識していきたい。

 自分の考えを具体化すること。

 自らの力で問いを作成し，その回答を導くための情報収集やそこからのプロセスの立て方や説明能力が

少しずつ出来る様になりました。グループでの活動はしていませんが他の人の発表を聞き，自分と関連

させて見ることも少しずつ出来るようになりました。

 研究を通して現在の日本の政治のあり方や今後の日本について詳しく考察ができるようになった。ま
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た，計画的に資料を作るといった計画性が身に付いた。

 広い視野と狭い視野両方を利用したテーマ設定能力と信頼性や正確性を意識した情報収集能力が身につ

いた

 生物の実験をする上で，なんで失敗したかの原因を試行錯誤を通して見つけ出す力や，その時点で持っ

ている自分の知識をどう利用するか，どう仮説に結びつけるかの力を培うことができたと思う。また，

情報収集の面では情報の取捨選択の力を身に付けられたと思う。

 研究を通して相手に分かりやすく伝える方法や情報を集めるときのコツなどを学ぶ事ができた

 わからないことを徹底的に調べようとする力や，些細な事でも見逃さず観察する力を身につけた。

 聞いてくれる人を意識して発表する力がついたと思いました。また，計画を立てて実験したり，情報を

集めて正しい情報か見極める力もついたと思いました。

 身近な現象に対して疑問を持ち，真剣に考えることができた。

 インターネットでたくさんの情報を見比べ，自分なりにまとめることができるようになった。

 自らのテーマに対し探究を続け，自分が思った疑問からしっかりと明確な質問を生み出すかが身につい

たように思える。情報を集める時，必要な情報と不必要な情報とを判断するカがより高まった。また，

それらの情報から適切なまとめを生み出し発表する力が身についたように感じられる。

 いままでの研究をまとめる力が身についたと思います。

 日常生活における疑問を自分の探究テーマにすることができた。どうしても国際研究と比べると自分の

研究がショボいと感じた。やったことは着色なのに，国境を越えているからすごいことをしている感が

出ていてとても悔しい。共同研究は優遇される，それは沢山の人が同じ目標に向かって一緒に研究して

いるからだと考える。こればかりはもうどうしようもない限りです。とりあえず今は自分の研究に集中

していこうと思います。

 まとめる力，考察する力を身につけることが出来た。自分の研究テーマの先行文献から自分のテーマに

有効な部分を引用する，自分が求めているものを抜き出す力もついた。

 情報をあつめる能力 相手を納得させることができるような物を作る能力

 問いに対する答えを導き出すのに必要な情報を集める情報収集力や自分の意見をまとめる力が身につい

た。また，発表までに自分がやらなくてはいけないことなどに順序をつけて研究を行う力や発表力も身

につけることができた。

 調査・実験をする上で，どのように行えば抜けがないかなど，行うことに対して注意深く見る力。

 ゼミで理由より先に結果を求めていて，なぜその行動をしているのかを考える力がついたと思う。

 ・これまでの研究を通して自分が研究している分野が他の一見関係がなさそうな分野とも繋がっている

ことを知ることができて，広い視野を持って研究を進める力がついた。 ・調べた情報を元に考察をする

際に，現在社会に出ている考えも取り入れつつ，自分なりの考察を深める力がついた。 ・今回ポスター

発表は無くなってしまったが， を使用してプレゼンを行う際に，専門的で分かりづらい発表

にならないようにスライドに文字ばかりを入れるのではなく図やグラフ，写真を取り入れたりわかりづ

らそうなものにはその場で説明をしながら発表したりと聞いている人がわかりやすく，興味を持っても

らえるように工夫する力がついた。

 今までにはインターネットで先行研究を調べるような機会がなかったので，ネット上に上がっている論

文や研究の報告書がどのように書かれているのか，どのようなことに注意して読んでいけば良いのかを

知ることができました。また，授業で行う実験とは違い，自分たちで実験の内容や手順，結果の考察を

する力がついたと思います。実験中はもちろんですが，スライドや原稿作りもグループのみんなで分担

して進めることができたので，初めて話す 組生とも協力することができました。
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ライドの作成をしたこと。 さまざまなサイトを比較しながら批判的思考を用いること。

．スライドを作る技術 テーマを決める 信頼できるサイトの探し方

．問をつくる力 テーマを決める力 話し合って考えをまとめる力 ツールを使う力 発表の原稿を作成する

力

．難易度の高い本でも著者から読者に伝えたいことを読み取りそれをわかりやすいようにまとめる力がつ

いたと思う。

．本やネットで情報収集をし，それをまとめる力

．調査してものを比較する力

．自分で問いを作りその問いを解決するための研究方法を自分で考える力が身についた。国際教養ゼミに

入り研究したことによって世界目向け国際問題について考えることができた。

．先を見通して仮説と考察ができるようになった。 実験の効率化ができた。 考察から次への課題や進展

を見つけられた。

．文献を対比して考察する能力がついた。鎌倉時代あたりの文章を読む癖がついた。書物に対して信憑性

があるかないかを一度自分で確認するようになった。鎌倉時代の社会状況の構造が深く知れた

．情報を様々な方法で獲得する力

．研究のデータを集め，そのデータをエクセルなどを使い分析する力。

．情報収集，考察

．人前で話すことに関して少し自信がついた。情報を集めてまとめるという作業も得意になった。

．僕がこのロボゼミでの探求活動を行なって身についたと思う力は４つあります。 ・一つのことに集中

し続ける力 ・場面場面でのひらめきの力 ・諦めず何度も挑戦する力 ・いろんな動きにチャレンジする

行動する力 などです。
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．一人で考え一人でまとめる力

．グループでの対話が以前よりも増えたと思いました。また，発表する機会が多かったので発表する力が

身についたと思いました。

．グループでの研究で，協力ができた

．テーマ設定では，様々なテーマの候補を考える力とその候補の中から選択する力が身につき，発表をす

る際には，見やすいスライドを作る力や発表の原稿を作る力などが身についたと感じた。

．自分達で課題を見つけて，それに対する サイクルを上手く循環させながらも，臨機応変に対応し

ながらやる力がつけられた。また，グループの中で，不完全な状態からみんなで意見を出し合い，より良

くすることができたと思う。

．実験の方法についてそのやり方で本当に求めたい結果が正確に出るのかを考えることで結果を出すまで

の道筋を考える力がついた。検索をする際に欲しい情報だけを調べる力がついた。

．主に調べ学習がメインだったので，情報を調べて見つけ出す力が身についたと思う。 また，発表するた

めの原稿を作る際に聞き手にどのように伝えたらよいか考えながら作る力も身についたと思う。

．プランニングする力，需要を見出す力，人を魅せる方法 パワーポイントのデザイン，レイアウト，話し

方 ，説得力のある資料の選び方

．社会的に意義のあるテーマを考える力。適切なデータを探す力。共同研究者と協力する力。わかりやす

い発表構成，スライドデザインを考える力。

．わかりやすいレイアウトを考えそれでまとめる方法 論文やホームページ，本を見てどれが必要な情報

かを判断する力

．パワーポイントをわかりやすく作る力。パワーポイントと原稿に書くことを全く一緒にしない力。計画

的に研究を進める力。

．社会問題へ目を向け，解決までのプランを練る力。自分は教育思想史ゼミで教育について議論を重ね，

教育界の課題を見つける機会が増えた。そして，その現状を改善するための対策を書籍やサイトから探

し出して精査し，適切な方法を選択する力が養われたと思う。この過程は，将来教育界で働く上での重要

な糧となった。

．本，論文を読み，その中から問いを作り考察する力。 また文学を深く研究する事で，さらに視野を広げ

ることが出来た。文献を読むことが多かったため，それらの文献から読解力や執筆の仕方を学び，修得す

ることが出来た。

．自分がやらなくてはいけないことを理解し行動することが出来るようになったと思う。 今までは指令

されたことをある程度決まっているグループの中で何をすればいいかを考えて活動してきたが，ゼミの

活動をしていてやることから自分で決めなければいけない環境に動揺した。 最初のうちは先生に提案さ

れたことをまじめに取り組めば面白いことが出来たが，途中から自分で考えなくてはならなくなった。

自分が最初に何を思ってゼミに入ったのか思い出しながらじぶんが一番やりたいと思えることを出来る

ように試行錯誤する力がついたと思う。

．初対面の人とのコミュニケーションの取り方

．色々な情報の調査や調査方法の考え方，グループワーク力やグループ全員で作り上げる力

．スライドを作ること グループでの対話 問をつくること 考察すること

．同じグループの人に自分の考えを伝えたり，異なる意見を合わせまとめたりする力。調べて出てきた情

報のどの部分が必要かを見極める力。

．意見をまとめる力，ゼミ仲間との連携力

．発表プレゼンを作る力 自分の意見をまとめる力 調べた結果をまとめて考察する力
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．海外との人とのコミニュケーション，発想力，まとめるちから，スライド作成能力，動画作成能力

．自分の求めている情報を取捨選択しながら得る力。 グループで対話をして から構想を練りながら物

を作り上げていく能力。

．自分で問いを作り，研究をしたことで想像力，協調生が養われ，また興味のそそる，見たくなるタイト

ルを考えたことにより，何を求めているのか，需要と供給を深く理解できた

．協調性，妄想力が鍛えられました。

． 人でグループを作ってやってきたため，個人ではできない話し合ってそれを実行する力や，データを

見て比べて何を補えばいいのか聞き考える力など色々な力がついた。

．今まで，僕は自分で考えて行動することがとても苦手でしたが，今回のゼミの研究を通して，それらの

改善に取り組むことができたと思いました。特に，僕たちのゼミの研究内容は，結果の測定の仕方など，

さまざまな場面で工夫をしなくてはならないものだったので，自分で考えて試行錯誤する力がとてもつ

いたと思います。

．英語で複雑なことを伝える力。 実験の事前準備の重要さ，不足さを身に沁みて感じた。紙などにまとめ

るなど，しっかりと手筈を整えて行いたい。

．グループ内で意見を共有する能力。実験の手段を考える能力。疑問，興味を発見する能力

．小さなネタを見つける力が少しついた。

．人に伝える力 人の意見を評価する力

．まず，現段階ではコロナ休みの関係であまり進行できていない。ただ，実験の計画の段階ではよい学び

があったと思う。まず，チームメイトとの対話を通して自分の計画性のなさがよくわかった。後先を考え

ずに見切り発車してしまい，夏休みの中ではとても混乱してしまった。結局計画を練り直すことになっ

て，計画上ではうまくいきそうな状態になった。研究内容の決定は，自分の興味のあることを題材にでき

た。まだ材料も調達できていない状態にあるので改善し良い実験結果がでるようにする。

．課題の達成に向けて試行錯誤して実験を行った事，失敗を次の機会に生かす力 活動を通して，失敗の

原因を探る能力，それを解決する能力は身についたと思えるが，どちらも達成までに時間がかかる。課題

を作る力がまだ貧弱なので，これから伸ばしていきたい。

．情報収集能力 様々な論文を調べる ，仮定を軽く検証して本格的な研究へ備える能力

．グラフを作成し，そこからどのような改善ポイントがあるか読み取ったり，見つけたりする力

（原文ママ）
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卒業生の活躍（抜粋）

卒業年 勤務先 業績

国立研究開発法人農業・食品産業技術総
合研究機構

特別賞受賞

中外製薬 製薬研究部
千葉大学大学院医学薬学府（先端創薬科
学専攻） 修士課程修了

日本薬学会第 年会 優秀発表賞 口頭発表の部
長井記念薬学研究奨励支援事業 平成 年度採用

北海道大学大学院獣医学院 博士課程
（臨床重点トラック）

第 回日本獣医麻酔外科学会・ 年秋季合同学会
第 回アワード 麻酔疼痛管理部門優秀賞

東北大学大学院 情報科学研究科 システ
ム情報科学専攻 博士前期課程

「バーチャルプロジェクション型インタラクションシステムの高速
化」
ロボティクス・メカトロニクス講演会， ．

東京理科大学 薬学部 助教
東京理科大学 薬学研究科 薬科学専攻
博士課程 修了

年 和漢医薬学会学術大会 優秀発表賞
年 日本薬理学会関東部会 優秀発表賞

東北大学大学院理学研究科化学専攻 合
成・構造有機化学研究室
博士課程修了

青葉理学振興会奨励賞受賞
典型元素不飽和化学種の合成と性質の解明

筑波大学
電子デバイス界面テクノロジー研究会（ ）
【安田賞 ポスター講演】「熱処理による 膜中捕獲電荷の 布
 化」

北海道大学 生命科学院 特別研究員
年 月～ 月タタ 礎研究所，インド（ ： ）

短期留学

筑波大学 生命環境化学研究科 生物科
学専攻 修士課程修了

日本学術振興会特別研究員
年 日本神経科学会 国 トラベルアワード
年 日本神経科学会 オンライン発表「いいね」獲得表彰

北海道大学大学院 応用生物科学専攻 博
士後期課程 年

日本進化学会 年大会に「ポスター発表賞 最優秀賞」
「新  三者共生系の発見：カビが決める昆虫とバクテリアの相利
共生」

筑波大学 システム情報工学研究科 構造
エネルギー工学専攻
博士後期課程
日本学術振興会特別研究員

日本原子力学会 年秋の大会 熱流動部会 奨励賞 受賞（藤原広
太，令和 年 月

受賞

–
東北大学大学院 理学研究科 修士課程修
了

第６０次南極地域観測隊員

東北大学大学院 工学研究科 都市・建築
学専攻 修士課程修了

年度日本建築学会 優秀修士論文賞

東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻
修士課程修了

トポロジカル絶縁体 鉄系超伝導体ヘテロ接合の高 解能
日本物理学会講演概要集

鹿児島大学大学院 博士課程
国 におけるニクバエの バーコーディングおよび
 類学的再検討（感染研究所）
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卒業生の活躍（抜粋）

卒業年 勤務先 業績

国立研究開発法人農業・食品産業技術総
合研究機構

特別賞受賞

中外製薬 製薬研究部
千葉大学大学院医学薬学府（先端創薬科
学専攻） 修士課程修了

日本薬学会第 年会 優秀発表賞 口頭発表の部
長井記念薬学研究奨励支援事業 平成 年度採用

北海道大学大学院獣医学院 博士課程
（臨床重点トラック）

第 回日本獣医麻酔外科学会・ 年秋季合同学会
第 回アワード 麻酔疼痛管理部門優秀賞

東北大学大学院 情報科学研究科 システ
ム情報科学専攻 博士前期課程

「バーチャルプロジェクション型インタラクションシステムの高速
化」
ロボティクス・メカトロニクス講演会， ．

東京理科大学 薬学部 助教
東京理科大学 薬学研究科 薬科学専攻
博士課程 修了

年 和漢医薬学会学術大会 優秀発表賞
年 日本薬理学会関東部会 優秀発表賞

東北大学大学院理学研究科化学専攻 合
成・構造有機化学研究室
博士課程修了

青葉理学振興会奨励賞受賞
典型元素不飽和化学種の合成と性質の解明

筑波大学
電子デバイス界面テクノロジー研究会（ ）
【安田賞 ポスター講演】「熱処理による 膜中捕獲電荷の 布
 化」

北海道大学 生命科学院 特別研究員
年 月～ 月タタ 礎研究所，インド（ ： ）

短期留学

筑波大学 生命環境化学研究科 生物科
学専攻 修士課程修了

日本学術振興会特別研究員
年 日本神経科学会 国 トラベルアワード
年 日本神経科学会 オンライン発表「いいね」獲得表彰

北海道大学大学院 応用生物科学専攻 博
士後期課程 年

日本進化学会 年大会に「ポスター発表賞 最優秀賞」
「新  三者共生系の発見：カビが決める昆虫とバクテリアの相利
共生」

筑波大学 システム情報工学研究科 構造
エネルギー工学専攻
博士後期課程
日本学術振興会特別研究員

日本原子力学会 年秋の大会 熱流動部会 奨励賞 受賞（藤原広
太，令和 年 月

受賞

–
東北大学大学院 理学研究科 修士課程修
了

第６０次南極地域観測隊員

東北大学大学院 工学研究科 都市・建築
学専攻 修士課程修了

年度日本建築学会 優秀修士論文賞

東北大学大学院 理学研究科 物理学専攻
修士課程修了

トポロジカル絶縁体 鉄系超伝導体ヘテロ接合の高 解能
日本物理学会講演概要集

鹿児島大学大学院 博士課程
国 におけるニクバエの バーコーディングおよび
 類学的再検討（感染研究所）

  

教育課程表

 
 
　　（A）　高等学校 令和３年度入学生  教育課程　（ＳＳＨとして実施）

文系コース 理系コース 文系コース 理系コース

標準

単位 単位 選択 単位 選択 単位 選択 単位 選択 単位 選択

国語総合 4 5
国語表現 3

現代文A 2

現代文B 4 2 2 2 2
古典A 2

古典B 4 3 3 0～4 ☆ 0～4 ☆
世界史A 2 2
世界史Ｂ 4 2 ● 2 ○ 4 ■ 4 □
日本史A 2 2
日本史Ｂ 4 2 ● 2 ○ 4 ■ 4 □
地理Ｂ 4 2 ● 2 ○ 4 ■ 4 □
現代社会 2 2 2
倫理 2 2 ● 2 ○ 2 ■ 2 □
政治・経済 2 2 ■ 2 □
数学Ⅰ 3 3 3 ☆ 3 ☆
数学Ａ 2 3
数学Ⅱ 4 4 4 4 ☆ 4 ☆
数学Ｂ 2 3 3
数学Ⅲ 5 5 ★

学校設定科目 ＳＳ数理 3（変更） ★
科学と人間生活 2 3
物理基礎 2 2 ● 3 ○ 2 ◆ 2 ◆
物理 4 4 ◆
化学基礎 2 2 2 ◆ 2 ◆
化学 4 2 ● 3 4 ◆
生物基礎 2 2 ● 3 ○ 2 ◆ 2 ◆
生物 4 4 ◆
地学基礎 2 2 ● 2 ◆

体育 7～8 3 3 3 2 2
保健 2 1 1 1
音楽Ⅰ 2 2 ○
美術Ⅰ 2 2 ○
工芸Ⅰ 2 2 ○
書道Ⅰ 2 2 ○
音楽Ⅱ 2 2 ◇
美術Ⅱ 2 2 ◇
工芸Ⅱ 2 2 ◇
書道Ⅱ 2 2 ◇
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 3 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 3 3
英語表現Ⅰ 2

英語表現Ⅱ 4 1～3 0～3
英語会話 2

科学英語Ⅰ 3（変更）

学校設定科目　 科学英語Ⅱ 3（変更） 3（変更）

科学英語Ⅲ 3（変更） 3（変更）

家庭基礎 2 2 2

家庭総合 4

情報 社会と情報 2 1【特例】

探究基礎 1（変更）

探究Ⅰ 1 ☆ 1 ☆

探究Ⅱ

総合的な探究の時間 SSゼミ・探究活動等 3～6 2 1 1 1 1

合　計 36 35～36 35～36 19～36 19～36

特別活動 ホームルーム活動（週当たりの時間数１）

※　清真学園高等学校は，平成２９年度より，スーパーサイエンスハイスクール研究開発校の指定を文部科学省から
　 受けたことに伴い，教育課程上の特例措置がある。
※　教育課程上の特例は【特例】，教育課程上の変更は（変更）を，当該学年の単位の欄に記載。
　　【「社会と情報」の１単位を「探究基礎」に振替，　「英語表現Ⅰ」は「科学英語Ⅰ」，「英語表現Ⅱ」は「科学英語Ⅱ」で代替する。　】

※　表中の「SS」は，「スーパーサイエンス」の意味である。

1 ☆

  １つの教科または地歴・公民科の中で ●から２科目必修選択   ◆から２科目まで自由選択    ■から８単位・３科目まで自由選択
                                                   ○から１科目必修選択   ◇から１科目自由選択         □から４単位・２科目まで自由選択
                                                   ☆その科目を自由選択  ★その科目を合わせて自由選択

芸術

外国語

家庭

学校設定教科（探究）
1 ☆

保健体育

教科 科目等
第一学年 第二学年 第二学年 第三学年 第三学年

国語

地理歴史

公民

数学

理科
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　　（Ｂ）　中学校 令和３年度　教育課程

各教科等の授業時数

教科等 令和３年度 合計
第一学年 第二学年 第三学年

国語 175 140 175 490

社会 105 105 140 350

数学 175 210 175 560

理科 140 140 140 420

音楽 45 35 35 115

美術 45 35 35 115

保健体育 105 105 105 315

技術・家庭 70 70 35 175

外国語 175 175 175 525

道徳 35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

総合的な学習 85 105 105 295
の時間　※

総授業時数 1190 1190 1190 3570
34 34 34 102

※　総合的な学習の時間において，次の授業を行う。
　　　　　「SSキャリア探究」　第三学年　（３５単位時間）
（「SS」は，「スーパーサイエンス」の意味である。）



  

　　（Ｂ）　中学校 令和３年度　教育課程

各教科等の授業時数

教科等 令和３年度 合計
第一学年 第二学年 第三学年

国語 175 140 175 490

社会 105 105 140 350

数学 175 210 175 560

理科 140 140 140 420

音楽 45 35 35 115

美術 45 35 35 115

保健体育 105 105 105 315

技術・家庭 70 70 35 175

外国語 175 175 175 525

道徳 35 35 35 105

特別活動 35 35 35 105

総合的な学習 85 105 105 295
の時間　※

総授業時数 1190 1190 1190 3570
34 34 34 102

※　総合的な学習の時間において，次の授業を行う。
　　　　　「SSキャリア探究」　第三学年　（３５単位時間）
（「SS」は，「スーパーサイエンス」の意味である。）

  

編 集 後 記  
 

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学び

と，協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月２６日 中央教育審議会）で示された「個別最適な

学び」について考えます。

令和２年度から小学校から順次実施されている新しい学習指導要領に示された資質・能力の３つの柱

の「学びに向かう力・人間性等」の中に含まれる「主体的に学習に取り組む態度」は，学習に関する自

己調整を行いながら，粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判断・表現しようとしたりしているかを

捉えて，評価していくものとされていて，観点別評価の視点ともなっています。「個別最適な学び」は，

この「主体的に学習に取り組む態度」を高めることと密接に関連していると考えられます。

このことは「エンゲージメント＝学びに向かう力」のことについてであり，生徒が自己調整を行い，

自身に合った「個別最適な学び」を自分で作り出していくことを学校教育で目指します。生徒が自律的

な学習者へと育つように，私たち教師に求められています。教師が学習指導で行うことは，知識・技能

の伝達だけではなく，○生徒の好奇心や学習意欲を高める問いや課題を提示したり，アドバイスやフィ

ードバックしたりすること ○授業をファシリテーターやコーディネーターとして構築することと考え

ます。

本校では，「ミニ探究」を利用した探究活動の段階的な指導を取り入れています。高校１年生「探究

基礎」において，課題設定，仮説の検証，…等，「実際に活用しながら学ぶ」ことの効果性を考え，生

徒主体で行う部分もある小さな探究活動を行いました。１つ目は中学３年生時に「最高の紙飛行機を作

ろう」を，２つ目は「探究基礎」の前半期に「カタラーゼによる H₂O₂の分解反応に対する触媒活性化を

調べる」の「ミニ探究」を実践し，段階的に探究を高度化させていきました。

このように，学習の難易度を徐々に高度化していく学習指導は，「個別最適な学び」を実現するため

に最適な方法の一つと考えます。しかし，生徒に容易に「エンゲージメント＝学びに向かう力」が身に

付くものではありません。生徒はこれまで，「学習」とは与えられる知識等の理解であり，それに基づ

く技能を身に付ける作業である，という学習環境にいたはずだからです。

生徒自身が学習や学びについての認識を自分で変えようとする意識が持てるように教師が導き，基

礎的・基本的な知識・技能等や情報活用能力等の基礎となる資質・能力等を土台として，教師が一人ひ

とりに応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで，生徒自身が学習を最適となるよう

調整する探究活動を，さらに進めていきたいと思います。改めまして，運営指導委員の先生方や大学・

研究機関・各企業の研究者の方々，関係の皆様には，ご指導をよろしくお願いいたします。

（増田 年男）

表紙の写真「クラーケン」 
（高校２年 神向寺   咲） 
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